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平成 21 年度 第 3 期鹿野地区地域審議会 会議録 

 
日 時  平成 21 年９月２８日（月）午前 9 時 30 分～午前 11 時 30 分 
場 所  コアプアラザかの 健康管理研修室 
出席者  ・委員 10 名 （欠席５名） 

青木澄代、石川光生、一原英樹、岩田キミ、片山研治、小林周子、寺戸光政、廣本武生、

三浦美津代、山﨑武夫 （敬称略） 

     ・事務局 ４名 
       鹿野総合支所 広実総合支所長、 寺田次長、地域政策課 小田課長補佐、神田主査 

 
資 料   
      
 

会 議 議 事 録 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

●鹿野総合支所長 
・ 平素市政各般に対しご支援、ご協力いただいていることに対しお礼を申し上げ

ます。 

総合計画の前期計画に基づきまちづくりを進めてきました。鹿野地域におきま

しては、委員の皆様のご尽力により乗合タクシーの導入、コアプラザかのの整

備、小中学校体育館の整備などの成果がありました。後期計画につきましては、

策定に向けて新市建設計画の検証ということで提言も頂いたところです。今後

は庁内協議、パブリックコメントを頂き、今年度策定ということになります。 

・ 本日は第３期の委員さんは最後の審議会になります。色々と思いもあるかと思

いますし、次の審議会への引継ぎもあろうかと思います。忌憚のないご意見を

賜りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

３ 議事（要約） 

 

●会 長 ９月末で任期が切れます。今日が最後の会になるかと思います。後期計画

の審議会で徳山に出ましたが、鹿野地区が一番いいのではないかと言われました。

コアプラザ、体育館の整備、乗合タクシーの導入があり、他地区においては何もで

きていないところもあります。これで満足ということはありませんので、今後地域

審議会も続きますので、検討し提言していきたいと思います。それでは議事にはい

ります。第３期の協議結果等につきまして、事務局より説明をお願いします。 

●事務局 第３期鹿野地区地域審議会協議経過等について説明          



●会 長 説明が終わりました。昨年新市建設計画の進捗状況を検証しましたが、そ

の後の進捗状況はどうなっていますか。 

●事務局 大地庵市営住宅の解体や旧生産センターの解体をしております。道路関係

につきましては、進んでおりません。方向性も見えていない状況です。 

●会 長 文化ホールの要望を出しておりますが、この要望につきましては引き続き

していきたいと思っております。次の会へ引き継いでいきたいと思います。 

 総合計画後期計画の審議会に出さしてもらっていますが、中山間地域に係ることに

市としても重きを置いています。地域審議会で検討したこともかなり位置付けをし、

取り上げてもらっています。 

●事務局 後期計画の今後のスケジュールについて説明する。 

●会 長 パブリックコメントにも意見を出していただきたいと思います。任期２年

間のことやこの資料について意見をお願いしたいと思います。次の会への申し送り

もできると思います。 

●委 員 前の会から出さしてもらっていますが、内容が難しく、いつも大切なこと

でありながら、委員として不十分で申し訳ないということでいっぱいでした。 

●委 員 後期基本計画に基づいて具体的に実施されていくのだろうと思いますが、

鹿野地域はコアプラアかのもできて、市の中でも目を向けてもらっている部分もあ

るかと思います。これからは鹿野にとって何を作れとか道を直してくれとかハード

面については難しいと思います。基本計画の中に住民としてソフト部分というか意

識改革を図って住民で盛り上げていくことになっていくかと思います。補助金だよ

りというか行政だよりでなく、自分達でやっていくということだと思います。自分

が潤うことは鹿野が潤うひいては周南市が潤うことになっていくことになるかと思

います。皆様方と力をあわせていけたらと思います。 

●会 長 委員さんには都市と農村との交流というのをテーマにあげてもらっており

ますが、今回後期計画の中山間地の振興では、都市との交流が出てきていますので、

どうしていくかということとか受け皿とか、地元の意識改革が必要になるかと思い

ます。 

●委 員 平成１９年１１月１８日に市長から委嘱状を受けるときに、これからのま

ちづくりに地域審議会の果たす役割が大きく、重要であることを言われました。そ

の一員になることの重要性を感じました。その後皆さんから意見が出て地域の必要

な所を答申として提言したと思います。会長によると鹿野地域はまちづくりにおい

て他地区より進んでいると言われました。外から見るとそのように見られている地

域だと思い、誇りにも感じています。以前市街地で火災が起きたときにどのように

対処するのか地域審議会や自治会でも課題として協議しましたが、意見が充分通っ

ていないところがありました。地域防災ということが出て、自治会でも取組みが出

たところがあるかと思いますが、まだまだ、不十分であると思います。地域審議会

も何年かで終わると聞いていますが、ハード部分の整備は中々難しいと思いますの

が、地域のことは地域で真剣にまちづくりを考えながら市の方へも提言していく必

要があります。商工業者も高齢化し、後継者もいない状態になっています。今は車

で徳山方面へ買い物へ出て行けますが、それが出来なくなった時に店がなくなり近



くで物を買うことが出来なくなった時にどうしたらよいのか、こういったことも課

題になってくると思います。 

●委 員 ここに集まって話をし、協議することに意味があると思います。その中か

らどうしたらよいのかとか協議し、鹿野地区の意見をまとめられたことがいいこと

だと思います。今の国、県、市の財政状況を考えると何をしてくれとかできない状

況ですから、自助、共助、公助の中で自助、共助が必要になってくると思いますの

で、その活動をしていくことが事早く、それをしないと公助は望めないのではない

かと思っています。大潮の地域づくりをしていますが、地区の問題を拾い出して検

討しておりますが、今年度中にビジョンを作り実施体制を整えることにしています。

このような動きが出てこないといい地域づくりにはならないのではと思っています。

それに対し公の予算や公助がついてくるのではないかと思っています。それから高

齢化の問題があります。鹿野地区で４０％を超え、これは下がる見込みがないので

すから、これだけ進む高齢化の中で活性化しようということになれば、それだけの

思いを持ち、協働しないとできないと思われます。次の委員さんにも是非お願いし

たいと思います。 

●会 長 全体で高齢化率が４０％を超えたということですが、渋川地区では７０パ

ーセントを超えていますが、よくする会をはじめ頑張っています。自分達が頑張り、

自分達が動き、その姿勢を見せながら、その後押しをしてくださいということだと

思います。 

●委 員 民生委員として出ていますが、民生委員が個々に調べて情報を持っていま

すが、個人情報のこともありますが、個人だけが情報を持つだけでなく、自治会と

して共有しておかなければ、広い地域を受け持つにあたっては、防災面など色んな

面で対応できない状態になっていますので、情報の共有が非常に重要だと思います。 

●委 員 個人情報のことがありますが、考えすぎだと思います。もし、火事が起き

た場合、高齢者や１人暮らしの方がどこにいるのかということを知っていれば、助

けることができたのに、ということがあるかと思います。地区には福祉員、民生委

員、自治会長がおられるので、情報をもっていれば何かあっても対応できると思い

ます。国道３１５沿いの花壇について、以前婦人会が手入れをされていましたが、

手間がなくできなくなったということがあります。自治会連合会やコミュニティが

音頭をとってやられたらと思います。夜の交通の移動のことですが、夕方からタク

シーが動いていない状況にあります。緊急時に救急車いないということがあればタ

クシーということになるのでその対応をお願いしたらと思います。文化ホールのこ

とですが、予算のこともあるので、現公民館のイス等の改修をしたらと思っていま

す。ホールを作るにしても、稼働率を考慮し、どう使うかをよく考えていく必要が

あります。鹿野地区は病院、歯医者、やまなみ荘もあり、他地区より恵まれている

と思いますが、最近街の中で廃屋が取り壊される状況が見られ、寂しくなっていま

すので、地区の活性化を考えたらと思います。 

●委 員 委員を引き受けて不安な思いもありましたが、こういった会に出て、鹿野

地区の色んな課題や問題点が見えてきたり、話を聞くことができて勉強になりまし

た。婦人会としてコアプラザの女性活動推進室を使わせていただいていますが、７



月に公民館へ行事の関係で行ったとき、廃墟のようになっていたのに愕然としまし

た。公民館もレトロなりの味わいがあるので、何とか対応していただきたいと思い

ます。国道３１５号沿いの花壇について、婦人会だけではどうにもならないという

ことで、途中になってしまいましたが、何とかしたいという思いはありますので、

今後協力したいと思います。 

●委 員 国の政権が変わりました。トップが替わったということで、どう影響して

くるか分かりませんが、随所で変わってきていますし、周南市も影響があるかと思

います。全般的に無駄をなくすというのが、基本的な考え方だと思います。周南市

で計画していることも変えざるを得ないと思います。２年間地域審議会を見てきて

皆さん慣れない仕事ということで大変だったかと思います。合併時に議員に代わる

住民からの意見を吸い上げる組織として立ち上がったものです。時限立法ですから

なくなるものではありますが、作っておいてよかったと思います。合併し大きな市

になりましたので、分かりづらいし、意見が届かず、相互理解ができていなかった

ということがあったかと思います。鹿野地区地域審議会なので、他の地区のことは

別にして鹿野のことだけ考えればよいということではありますが、全般的には周南

市との関係もありますので、そこも考えながら地区のことを協議するのでよかった

と思います。予算のことや財源的に無理なこともありますが、合併時のことは忘れ

てはいけません。対等合併なので、小さいは小さいなりに公正、公平ということが

前提にあります。人が住むためには、一番目には自然環境の良さ、二番目には生活

環境、福祉の状態がよいとか、防災がしっかりしているとか、交通体系がよいとか

これが良くないと住めません。３番目に生活環境が良いこと、商工業、農林業、企

業で雇用の場が確保されることがあります。この３つの環境がしっかりしていれば、

発展していくし、満足度は上がると思います。これが基本だと思います。次回の審

議会にこのことをしっかり伝えておいて欲しいと思います。文化ホールの件につき

ましては、確約がないとできないということもありますが、作ったら利用しますし、

鹿野地区の人だけでなく他の地区の方も利用できます。公平から言いますと３００

人規模のホールは若い人の定着に必要ですので、是非実現して欲しいと思います。

財源のこともあると思いますので、現講堂のイスやステージを直して使うこともで

きると思いますので、執行部に考えてもらいたいと思います。 

●委 員 ここのコアプラザかのが整備されてここまで立派になって、よかったと思

います。食推として活動していますが、ここを拠点に活動できるようになりました。

ここは、診療所もあるし、文化的な所もあります。体育館も近いし、高齢者の方、

障害をもっている方、病気がちな方みんなが集える場所になったかと思います。こ

れに文化ホールが整備されればもっとよかったかと思います。これも課題になりま

すが、以前自治会連合会の世話で多くの団体の署名をもらって要望した訳ですが、

ここでストップすることなく、続けていく問題だと思っています。未着手事業の現

地視察もさせていただいて、このことも改善されていければと思います。高齢者、

身障者の方、みんなが生涯を終えられるようなふるさとづくりができればと思って

います。私達が努力して物申して、引き続いていければと思います。 



●会 長 まちづくり、地域づくりについて、協議していますが各団体等の代表とし

てまちづくりを考えていくことはこれからも続けていかなければならないと考えて

います。そしてこのことを地域の方へ伝えて多くの方へ広がっていければと思いま

す。後期計画に向けた鹿野地区の提言ができたのかなと思っています。 

●支所長 皆さんからご意見を伺いまして、皆さんにとりまして任務が重いと思われ

たかと思います。会議の時の資料は多いし、精神的にも気分的にも大変だったかと

思います。それぞれの立場で地域の課題や問題点を発言いただき、その中でこんな

課題や問題が発掘でき、収集できたことに意義があったかと思います。行政との意

思疎通がどうであったかという意見もありましたが、計画策定において、素案があ

りそれに対し、意見を出して反映させていくのがよかったのかどうか、始めから皆

さんの意見を聞いて組み立てていくのがいい訳ですが、中々そうはいかないと思い

ます。鹿野であればテーマを絞って協議していく、そういった中で独自性、方向性

を出していけばよかったのかと思います。今後後期計画が出て参ります。それに対

する進捗状況をお尋ねすることになるかと思います。審議会のあり方も合併当初と

は異なってくると思いますし、協議も色んな方向性を変えていく必要があるのでは

ないかと思っています。 

●会 長 新市建設計画の未着手の事業につきまして、行政の方で新年度の予算編成

等に向けてあげていってもらったらと思います。 

●委 員 合併時から色々と状況が変わってきています。変化に対応したものにして

いく必要があります。生活にかかる基本的な部分は変えてはいけないと思います。

鳥獣被害が最近出てきています。いのしし、さる、熊等が主ですが、特にカワウに

よる被害が多く、どうにかしなければならなくなっています。新しいものの被害が

出ていますのでそれに対応していく必要があります。 

●委 員 ふれあいタクシーの状況をお伺いしたいと思います。 

●事務局 日当り９人から７人位になってきており、少し減る傾向にあります。落ち

着いてくると、利用される方が一度に用を済ますようになってきています。また、

病院ややまなみ荘がディサービスの影響もあるかと思います。 

●会 長 以上をもちまして地域審議会を閉めたいと思います。お疲れ様でした。 

 

４ 閉 会 

 


